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１．講演会と定期大会	
 
	
 
◆支部講演会	
 

日	
 	
 時：	
 ５月１５日（日曜日）午後３時３０分～ 
場	
 	
 所：	
 久留米大学福岡サテライト（天神・アクロス５F） 
講	
 	
 師：	
 酒井嘉子	
 九州大学名誉教授 
タイトル：「キューバとブータンに学ぶ」 
要	
 	
 旨： 
資本主義の道を拒否しているキューバとブータンでは、基本的な教育、医療はだれでも無料。マフィア

も暴力団もおらず、スラムもなくホームレスもいない。人々の顔は活気にみちており、明るい未来が展

望できる。持続可能な日本、そして世界はどうあるべきかを、この二つの国から学びたい。 
 
◆支部定期大会	
 

上記の講演会に先立ち、支部定期大会を下記のように予定しております。 
日	
 	
 時：	
 ５月１５日（日曜日）午後２時～ 
場	
 	
 所：	
 久留米大学福岡サテライト（天神・アクロス５F） 
 
なお、大会に参加できない方は、下記により委任状をお願い致します。今回より、特に委任状の提出な

く御欠席の方は、議長にすべて委任されたものと見なし、定足数に含めることにさせて下さい。 
 
＊委任状提出は次の方法のいずれかでお願いします。 
１）下記委任状を支部事務局へ郵送 
２）下記委任状と同様の内容を電子メールで上記事務局長のメールアドレスへ送信 
 
―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ―	
 ― 
 

委任状（委任状未提出の欠席者は議長委任と見なし定足数に含めます） 
 
私こと [                    ] は、2011 年５月 15 日に行われる日本科学者会議福岡支部定期大会に
欠席しますので、議事はすべて（	
 議長、[                    ] 氏）に委任します。	
 

日本科学者会議	
 

福岡支部ニュース	
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 No.	
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２．エネルギー研究会２月例会の報告	
 
	
 

2月 5日(土)、第 42回例会を行いました。岩波「世界」1月号特集「原子力復興という危険な夢」を
皆さんで手分けして読みました。時間の都合で議論したのは 3つのみとなりましたが、ほかのレポート
も大変興味深く、この特集を多くの 方々に読んでほしいと思いました。 
 
◆１	
 「原子力のたそがれ」マイケル・シュナイダー 
(まとめ)「原子力はクリーンで安定的」と喧伝されている原子力であるが、発電量は下降しており、コ
ストに見合わないことが常識になっている。原子力は二酸化炭素排出量にほとんど関係ないばかりか、

再生可能エネルギー導入の障害になっている。再生可能エネルギーを拡大するには原子力をやめ、分散

型電力システムを構築する必要がある。 
	
 * 原発の新規運転開始基数は 1990年以降横ばい、廃止基数は 80年代後半から増加している。 
	
 * 再生可能エネルギーの発電は 1990年代以降増大している。 
	
 * 太陽光発電の単価は 1980年以降劇的に低下、太陽熱発電、地熱発電、風力発電も同様の傾向あり。 
	
 * 原発建設の単価は上昇、特に最近 2年で劇的に上昇。その原因に触れていないのは残念である。 
	
 * ノースカロライナでの原発と太陽光発電のコスト推移によると、2010年を境に太陽光発電の方が	
 

お買い得になっていると予測されている。 
* 原発は事故や震災による停止が相次いでおり、脆弱な発電システムである。 
* ノースカロライナの電力需要は、再生可能エネルギーでほぼ満たすことができるというシミュレー 
ション結果がある。 

* ドイツでは再生可能エネルギーによる発電の導入が進んでいる。一方で、二酸化炭素排出総量は増 
加している。この原因は、発電システムが中央集中型であるため、石炭火力などの発電量を縮小し 
にくいことにある。つまり、再生可能エネルギーによる発電と中央集中型システムは両立しない。 

* フランスでは原子力発電の割合が高いが、二酸化炭素排出量が少ないわけではない。輸入製品の生 
産に伴う二酸化炭素排出量を自国の排出に加えると、他のヨーロッパ諸国と同等か多いというレベ 
ルになる。原発による二酸化炭素排出量削減の効果は限定的である。 

* 再生可能エネルギーと原発の割合には負の相関がある。再生可能エネルギー導入には FITなどを上 
手く運用していく必要があるだろう。 

 
◆２	
 「原発輸出―これだけのリスク」明石昇二郎 
(まとめ)著者は「原発輸出」には 5つのリスク、(1)放射性廃棄物引き取り、(2)建設資金貸し倒れ、(3) 
核兵器製造、(4)事故に対する保障、(5)反対運動の行方、があると述べている。これらの大きなリス
クを背負うことは、日本国民の「郵貯」「電気料金」「年金」を元手にした賭けであると結論している。 
* 日本の原子力産業界と政府は「原発輸出」で外需の掘り起こしを企図している。 
* 受注したベトナムの要求は厳しい。原発 1基で 5000億円程度の建設資金が見込まれ、日本はその 
事業費を低金利で貸付けることを目論んでいる。しかし、途上国の需要、配電インフラなどを考え

ると、フィリピン、オーストリア、南アなどのように計画が頓挫する可能性がある。 
* また、ベトナムは放射性廃棄物の引き取りを要求している。どこの国でも放射性廃棄物の処分に苦 
慮しており、当然の要求である。現在、日本国内の最終処分場は未定であり、この問題は今後重さ 
を増しながら大きくのしかかる。 

* 諸外国が政情不安に陥った場合、計画が頓挫したり、場合によっては技術が核兵器に転用される恐 
れがある。 

* 事故の保障については、ベトナムは日本政府への損害賠償を負担するよう「原子力法」で定めてい 
る。インドでも海外原発メーカーに一定の賠償責任を負わせる「原子力損害賠償法」が成立してい 
る。 TMIやチェルノブイリのような例だけでなく、震災や原子炉のトラブルによって電力供給を 
停止した場合も賠償の対象になる可能性がある。 

* 日本では電力会社が原発建設を進めやすいようにするため、建設費用を電気料金に上乗せしたり、 
原発建設予定地の自治体へ補助金を出したりする枠組みをつくってきた。しかし、「原発輸出」の 
場合は地元の反対を抑制する仕組みを日本は持たない。原発建設計画の遅延、頓挫、反故などは十 
分あり得る。 

* 海外受注合戦で敗北した日本は、経産省の旗振りで国際原子力開発を発足させ、管首相もセールス 



3 

に乗り込み、ベトナム第 2 期の受注を取った。投資資金として、国家レベルの資金が必要であり、 
これらの原資として「郵貯」「電気料金」「年金」を使うことが検討されている。 

 
◆３	
 「岐路に立つ原子力外交―インドとの協定交渉の舞台裏」	
 黒川朋子 
(まとめ) 日本は今、まさに「核廃絶を願う被爆国日本」を完全に死語にしようとしている。そうなれ
ば、今後は世界の誰も、先進国も開発途上国も、核保有国も核廃絶を願う国も、日本の発言を信用し 
なくなるだろう。 
* NPTに加盟することは、不平等はあるが、核兵器を保有しないことを約束することである。しかし、 
「特権」として原発先進国から原子力平和利用の協力を受けられる。 

* インドは NPT (核拡散防止条約) に加盟していない。しかし、核兵器を保有し、核実験をたびたび 
行ってきた。 

* 日本は日印原子力協定の交渉で、「原発輸出」に「踏み絵」(＝核実験をしない) を提示している。 
しかし、インドは拒否の姿勢を見せている。 

* インドの原発市場は中国に次ぐ２番目の巨大市場である。「原発輸出」を推進したい日本政府内の 
勢力は、この「踏み絵」を NPT原理主義と批判している。NPTに加盟しなくても原子力平和利用 
の協力ができるよう、インドは特例扱いをするべきだ、という意 見である。 

* 2008年、NSG(原子力供給国グループ)がブッシュ政権の提案でインドの特例扱いを認めた。米印原 
子力協定に結ばれ、フランス、ロシアも続いた。 

* 2010年、岡田外相が日印原子力協定に向けた交渉開始を発表した。交渉開始に対して外務省は核不 
拡散の立場から消極的、経産省は「原発輸出」の立場から積極的であった。しかし、UAEの原発 
建設受注合戦に敗れると、管―仙石らの後押しで、交渉開始の流れが強くなった。 

* 交渉開始には外圧もあった。原子炉容器を製造できるのは世界で日本製鋼所だけである。したがっ 
て、アメリカ、フランス、ロシアなどは日本の協力無しにはインドでの原発建設を進めにくい。 

* インドは「原子力賠償法」を可決し、「大事故の場合は日本のメーカーと電力会社にも責任がある」 
とした。「原発輸出」に関わった日本の企業はリスクを背負う。 

* 日印原子力協定へ核実験規定をどう盛り込むか、重要なポイントになる。例外を認めることは、「非 
核外交」からの方針転換を意味する。同様な扱い― 核兵器を保有しながら原子力平和利用の協力も 
得られる―を求める国々が出るかもしれない。不平等条約とはいえ、核不拡散に一定の役割を果た 
している NPT の崩壊につながりかねない。 

	
 

 
３．「日本の科学者」読書会レポート	
 

本稿は，以下のホーページからの抜粋です。	
 

http://web.me.com/emiyoshi3/JSA_Fukuoka/Dokushokai/Dokushokai.html	
 

 
◆１２月号読書会	
 12 月 13 日午後 2 時－5 時	
 

＜特集＞次世代スーパーコンピュータへの期待	
 

本特集のまえがきで，計算機の発展により「計算機シミュレーション」は「実験」および「理論」と

並ぶ科学の第三番目の方法としての地位を不動のものとしているという．そして，計算機シミュレーシ

ョンに関わる分野は自然科学の全領域にわたり，したがって，次世代計算機の発展は自然科学の基盤を

なすものという．１年前の「事業仕分け」で「次世代スパコンの開発」プロジェクトが「縮減」さらに

は「凍結」と判定された理由は，事業仕分け人が次世代スパコンのこのような学問上の位置を理解して

いなかったからである．アカデミアの側から次世代スパコンをどう使うのかについての情報発信は，大

いに意味のあることと思われる．そのような観点から，「事業仕分け」１年を迎えての本特集は意義深

い． 
平尾論文では，2010年 10月から搬入が始まり 2012年 6月の完成をめざす次世代スパコン「京」の

システム構成概要とその有効利用のための基本的な考え方を述べている．次世代スパコン「京」の能力

を引き出し，わが国の高性能計算技術を飛躍的に発展させ，世界をリードする研究成果をあげる意気込

みを語っている． 
平田論文は，「事業仕分け」における蓮舫議員の質問「次世代スパコンで何か良いことをやっていた
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だけるのでしょうか？」に対して答える形で議論を展開している．この 30 年の間に計算機のハードウ
ェアの機能は 10 億倍になったが，ソフトウェアのそれほどの進展はなく，新しい理論に基づく新しい
計算アルゴリズムが必要という．そのような計算アルゴリズムによるソフトウェアが氏らの努力により

出来たいま，生体内の水分子を含めた分子認識の問題に取り組むことが可能であるという．平田氏は，

次世代スパコンプロジェクト予算は期限付きであり，このプロジェクトで雇用されるであろう期限付き

博士研究員などのキャリアパスはどうなるのかと鋭く問い掛けている．この問い掛けは本プロジェクト

に対するものではあるが，他の科学技術政策にも関わる重要な問題である．「コミュニティー形成」や

「人材育成」という言葉がプロジェクト進行の中でキャッチフレーズとしてもてはやされているが，実

際に本プロジェクトに関わる若手研究者の将来の見通しは決して明るいわけではない．この点は重大で

ある． 
富田論文では，次世代スパコン上での気候シミュレーションの本格的研究の幕開けが語られている．

気象関係の計算シミュレーションの意義は，比較的説明しやすい．富田氏らが開発した全球雲解像モデ

ルにより，雲や台風の発生を現実的な形でシミュレートすることが出来ることを現「地球シミュレータ」

で確かめているという．次世代スパコンでは，解像度を高めて数十年程度の長期間のシミュレーション

が可能で，信頼できる長期の予測が出来そうだ． 
本号では，「韓国併合」100 年にあたり特別企画として読みごたえのある２つの論文が掲載されてい

る．中塚明著「『韓国併合』100 年の年に」と外村大著「植民地に生きた朝鮮人にとっての日本」であ
る．両論文とも，日本の植民地支配を美化する動きに対して史実に向き合うことの重要性を指摘してい

る． 
	
 

◆１月号読書会	
 1 月 10 日午後 2 時－5 時	
 	
 

＜特集＞ハンセン病医療政策と人権保障	
 ―	
 ノルウェーとの比較において	
 

「らい予防法」が廃止されて１４年になるが，本特集は，日本で行われてきたハンセン病医療政策の

問題が，決して過去の問題ではなく現在的な問題でもあるということを提示している．「絶対隔離政策」

の決定と施行の責任は日本政府にあるが，それを支持し，隔離政策と差別の思想に荷担してきた日本の

医学界は全体として，いまだに「沈黙」を守っている．医学界全体の「絶対隔離政策」への反省と今日

的な医療倫理についての認識の深まりが必要である（莇論文）． 
宇佐見氏は，患者の立場から日本のハンセン病政策，特に，国立療養所長島愛生園における患者の療

養所実態と医師・光田健輔の果たした役割を明らかにしている．２ページの短いものであるが，冒頭の

「83歳までの大部分を，ハンセン病患者として差別され，収容され，現在まで生きております」という
文章の中に万感胸に迫るものがある． 
「医療は患者との共同の営みである」（莇論文）という表現に新鮮なものを感じた． 
12月号で誌面の関係で繰り延べられた書評が４つもあった．その中で，矢ヶ崎克馬著「隠された被爆」

を紹介された松井英介氏の書評とブロッカー・クンジング共著「CO2と温暖化の正体」を紹介された林

弘文氏の書評は読みごたえがあり，本を購入して読みたくなった． 
 
◆２月号読書会	
 2 月 14 日午後 2 時―5 時	
 

＜特集＞２１世紀の科学リテラシー	
 

リテラシーは読み書きの能力のことである．「科学リテラシー」という言葉は，科学の学習によりす

べての人々が文化伝統を守りながらそれぞれの社会・国家の主人公として歴史の主体となれるという文

脈の中で登場した．２１世紀の希望の言葉である．1992年，UNESCOパリ決議「科学と技術をすべて
の人々のために」が採択された．川勝論文では，新しい科学リテラシーを創造して新しい国を建設して

いるコスタリカを紹介している．かって米国のハンバーガーコネクションに組み込まれていたコスタリ

カでは，憲法では戦争放棄をうたい，若者たちは機関銃の代わりに鉛筆を持ち，猛烈に科学を勉強した．

世界有数のエコツアーの国であるコスタリカでは，若者は森の学芸員の仕事をし，失われた熱帯雨林の

回復に努めている． 
日本における科学教育に関して，ショッキングな調査が川勝論文で紹介されている．OECDの国際科

学教育調査 PISAで小学 4年生に対して，「昆虫が木の花から草の花に花粉を運んだとき何が起こるか」
という問題で「何も起こらない」という正しく答えたのは日本では 22%であり，70%以上の正解率のヨ
ーロッパ諸国とは大きな差があり，国際平均 53%からもかなり離れている． 
坂東論文では，大学基礎教育における「科学リテラシー」教育を論じ，大学は柔軟な思考を養う場で
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あるとして，一般教育を軽視してきた今日の日本の大学教育を大失敗としている．その上で，大学で論

理思考や「フェルミ推定」を行うような授業が必要ではないかと問いかける．「フェルミ推定」とは，

調査するのが困難な量をいくつかの手がかりを基に論理的に推論し概算することである．シカゴ大学で

エンリコ・フェルミが「シカゴにどれだけピアノ調整師がいるか」という問題を出したという（そのこ

とが「フェルミ推定」という名の由来のようだ）． 
江守論文では，地球温暖化論争を気候変動に関する政府間パネル（IPCC）報告を支持する立場から

経験して，大切な点を指摘している．地球温暖化の問題は複雑で専門的な問題であり，市民の科学リテ

ラシーが十分であれば，温暖化の科学が正しく理解されるというほど単純ではない．「いろんなことを

いう人がいるのでよく分からない」という市民の態度はむしろ自然である．しかし，米国，英国，カナ

ダ，豪州などには産業・経済の利害を背景に人為的温暖化論を否定する否定派の組織的な活動があると

いう（P.J. Jacquesa et al. Environmental Politics 17, 349 (2008)）．日本の否定派の主張にはそれらの
影響を受けたものがあるという． 
菊池論文は，「ニセ科学」をいかに考えるかという問題を論じている．『水からの伝言』という本で「水

に言葉をかけると，結晶の形がその言葉に影響される」ということが話題となり，「悪い言葉を使うと

体の中の水が悪い反応をするので，いい言葉を使いましょう」と道徳教育の教材として使われたという

問題を取り上げている．水が言葉に影響されることはあり得ないことであり，反証なしで『水からの伝

言』を否定するのも一つの科学リテラシーであるという（賛成）．しかし，菊池氏は 9.11同時テロ問題
での「9.11陰謀説」をナンセンスのひと言で切り捨ててかまわない断言されている．この点は，少し引
っかかる． 
特集以外にも注目される論文がある．浦田賢治氏の談話室「平和的生存権」では，日本の平和憲法学

が 35 年余りの共同研究という形で「軍事力に代わる総合的平和保障政策の共同研究」と呼ばれる学問
的成果をあげているという．確かに，自衛権の行使は，軍事力による自衛に直結せず，非軍事の安全保

障手段があるということだ．このことを示唆したのは，長沼裁判における札幌地裁判決であったという． 
（以上，三好記）	
 
	
 
４．支部 HP への原稿依頼	
 
	
 

支部 HP（http://jsa-t.jp/local/fukuoka/）には会員が執筆したエッセイを掲載しています。現在まで

で 28 本もの読み物が集まっていますが、ぜひ会員の方々に御寄稿いただきたく存じます。題材は何で

も構いません。編集担当幹事までメールでお送りください（yubun@flc.kyushu-u.ac.jp）。掲載中の読

み物のリストは以下のとおりです。	
 

・第０２８話	
 美術館めぐり（その１０）	
 
・第０２７話	
 幸福の国・ブータン（その一）	
 
・第０２６話	
 美術館めぐり（その９）	
 
・第０２５話	
 美術館めぐり（その８）	
 
・第０２４話	
 九大レンタルラボラトリー事情	
 レンタルラボに入居して想うこと	
 
・第０２３話	
 裁判員制度で初の死刑判決に接して	
 
・第０２２話	
 美術館めぐり（その７）	
 
・第０２１話	
 ケンブリッジ大学と学生研修（１）	
 
・第０２０話	
 美術館めぐり（その６）	
 
・第０１９話	
 美術館めぐり（その５）	
 
・第０１８話	
 美術館めぐり（その４）	
 
・第０１７話	
 美術館めぐり（その３）	
 
・第０１６話	
 美術館めぐり（その２）	
 
・第０１５話	
 美術館めぐり（その１）	
 
・第０１４話	
 希望の国「キューバ共和国」（その２）	
 教育制度について	
 	
 
・第０１３話	
 希望の国「キューバ共和国」（その１）	
 医療制度について	
 
・第０１２話	
 イカとプルサーマル	
 
・第０１１話	
 勉強また勉強	
 
・第０１０話	
 『アメリカン・ドリームという悪夢』三交社が面白い	
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・第００９話	
 時間外労働割増賃金	
 
・第００８話	
 宝の海を取り戻せ	
 
・第００７話	
 定年退職を迎えて	
 
・第００６話	
 研究費四苦八苦	
 
・第００５話	
 事業仕分け	
 
・第００４話	
 参加の決め手	
 
・第００３話	
 大学における教育について	
 
・第００２話	
 マレーシアへの旅（２）	
 
・第００１話	
 マレーシアへの旅（１）	
 

５．行事予定	
 
	
 

5-1)	
 福岡環境研究会（共催）	
 

	
 	
 	
 HP	
 (http://web.me.com/emiyoshi3/JSA_Fukuoka/Kankyoken/Kankyoken.html)	
 

	
 	
 テーマ：「福岡県のムダなダムを考える」	
 

	
 	
 日	
 時：3 月 5 日（土）13 時 30 分〜	
 

	
 	
 場	
 所：久留米大福岡サテライト（中央区天神	
 アクロス福岡東オフィス	
 5F）	
 

	
 	
 主	
 催：筑後川水問題研究会・福岡県自治体問題研究会	
 

	
 	
 共	
 催：・JSA 福岡環境研究会	
 

	
 	
 内	
 容：無駄でも造る県営「五ヶ山ダム」、「伊良原ダム」と国営「小石原川ダム」	
 

(1)	
 「五ヶ山ダム」の実情	
 

(2)	
 「伊良原ダム」の実情	
 

(3)	
 「小石原川ダム」の無駄	
 

２つの県営ダムの残り工事費は，それぞれ，1000 億円，400 億円といわ、さらに「小石

原川ダム」は２千億円かかるといいます．福岡県のダム見直し・検証は水道水が大量に

余っているにもかかわらず、さらに必要となっています．これらのダムの必要性と見直

しの実効性について検証します．興味のある方はご参加ください．	
 
	
 
5-2)	
 「日本の科学者」３月号読書会	
 

	
 	
 	
 HP	
 (http://web.me.com/emiyoshi3/JSA_Fukuoka/Dokushokai/Dokushokai.html)	
 

	
 	
 日	
 時：3 月 14 日（月）2 時〜5 時	
 

	
 	
 場	
 所：ふくふくプラザ	
 603 室（中央区荒戸 3-3-39	
 福岡市市民福祉プラザ） 
	
 	
 内	
 容：３月号＜特集＞「財政危機」と税制のあり方，その他 

	
 
5-3)	
 エネルギー研究会	
 

	
 	
 	
 HP	
 (http://solid.mech.kyushu-u.ac.jp/~aono/jsa_fukuoka_energy/)	
 

	
 	
 日	
 時：3 月 19 日（土）2 時〜5 時	
 

	
 	
 場	
 所：あすみん（中央区大名 3-6-46	
 福岡市立青年センター	
 5F） 
	
 	
 内	
 容：クラ−ク&バーロウ著	
 「水」戦争の世紀（集英社新書），その他	
 

	
 

———————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————	
 

（編集後記）	
 

大学の教職員組合で、パーティをしてレクをして組合員以外の方が参加されて好評でも組合員が増えな

いとの暗い報告をよく耳にします。JSA も似た状態。せめて支部ニュースの発行やメールニュースの送

信や HP の運営が、良い影響を少しでも与えてくれていればと思うこの頃です。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （YS 記）	
 


